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第 2 回 サマースクール開催！！ 
 

8 月 11 日（木）～15 日（月）SYD(公益財団法人修養団）主催に 

よる 3 泊 4 日の愛知こども自然体験キャンプがオイスカ中部日本研 

修センターで開催されました！  

 

SYD とは 115 年の歴史をもった社会教育団体で‘愛と汗’の精神 

を理念として「心の教育」一筋に様々な活動を国内で実施され、 

「みんなでまこう！‘幸せの種’」というスローガンで活動されて 

います。 

 

今年は 2 回目の開催という事で、去年より多くの子ども達、リーダー 

（子ども達のお世話をする高校生、大学生）が参加してくれました。 

 

野外炊事、水遊び、キャンプファイヤーなど楽しいプログラムの 

中で、「履き物をそろえる」「感謝してご飯をいただく」など人として 

の大切なことも子どもたちに教えてくれます。また、会場がオイスカ 

という事で、オイスカならではの海外研修生達との交流などのプロ 

グラムも盛りだくさんでした。普段家庭ではできない体験を沢山して、 

子ども達にとって忘れられない学びの多い 4 日間となりました！ 

 

中村 仁美（筆） 

コ
ラ
ム 

 
 

世
界
平
和
に
向
か
っ
て 

会
員
・
支
援
者
の
皆
様
、
日
頃
は
オ
イ
ス
カ
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
５
月
２
１
日
に
豊
田
推
協
さ
ん
が

第
１
回
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
ー
を
実
施
。
会
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
１
名
が
集
ま
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
３
０
０
０
本
を
植
え
付
け
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
ー
を
実
施
、
草
刈
り
・
草

取
り
等
、
管
理
作
業
が
進
め
ら
れ
、
９
月
１
７
日
に
第
６
回
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
デ
ー
と
し
て
５
月
に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
会
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
８
名
が
参
加
、
職
員
・
研
修

生
・
技
能
生
が
加
わ
り
総
勢
３
２
名
で
活
動
。
私
よ
り
も
年
上
の
会

員
の
皆
様
が
一
心
不
乱
に
作
業
に
取
り
組
む
姿
を
拝
見
し
て
、
た
だ

た
だ
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
朝
８
時
に
職
員
が
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、

朝
礼
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
朝
礼
の
最
後
に
「
理
念
の
唱
和
」
を
し

ま
す
。
オ
イ
ス
カ
理
念
：「
オ
イ
ス
カ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
命
は
密
接

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
源
は
宇
宙
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

全
て
の
人
々
が
、
国
籍
、
民
族
、
言
語
、
宗
教
、
文
化
の
違
い
を
乗
り

越
え
て
共
存
し
、
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
基
盤
を
守
り
、
調
和

し
て
栄
え
る
世
界
を
理
想
と
す
る
」。
こ
の
言
葉
を
我
々
職
員
全
員
で

毎
朝
唱
和
し
、
仕
事
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
理
念
に
は
創
立
者
中
野

與
之
助
翁
が
考
え
て
い
た
理
想
世
界
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

理
念
が
具
現
化
さ
れ
た
小
さ
な
世
界
、
そ
れ
が
オ
イ
ス
カ
の
研
修
セ

ン
タ
ー
と
い
え
る
と
思
う
の
で
す
。 

現
在
セ
ン
タ
ー
に
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
フ
ィ
ジ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
日
本
の
７
か

国
の
職
員
・
研
修
生
が
セ
ン
タ
ー
で
生
活
を
共
に
し
て
い
ま
す
。
研

修
の
場
で
も
あ
り
、
生
活
の
場
で
も
あ
る
セ
ン
タ
ー
で
、
多
国
籍
の

青
年
が
毎
日
顔
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。
お
互
い
に
ぶ
つ
か
り
合
う

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
国
や
宗
教
や
価
値
観
が
違
っ
て
い

て
も
、
お
互
い
を
理
解
し
あ
い
、
認
め
合
い
、
尊
重
し
、
協
力
し
あ
う

大
切
さ
を
セ
ン
タ
ー
の
研
修
・
生
活
を
通
じ
、
全
身
で
理
解
修
得
し

て
い
き
ま
す
。 

光
岡
保
之
県
支
部
会
長
が
よ
く
お
っ
し
ゃ
る
言
葉
、「
オ
イ
ス
カ
の

究
極
の
目
的
は
世
界
平
和
」
。
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
中
に
、
豊
田
推
協

の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
に
、
そ
の
世
界
を
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
一
緒
に
活
動
を
参
加
し
て
い

た
だ
く
仲
間
・
同
志
が
増
え
る
こ
と
で
、
足
元
か
ら
の
一
灯
を
照
ら

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

オ
イ
ス
カ
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長 

 

小
杉
裕
一
郎 

 

 

 
グレゴリーさんによるまき 

技能生も一部のプログラムに参加 



 

 

                             

                             

                             

                             

 

 

ジ
ョ
イ
さ
ん
赴
任
の
ご
挨
拶 

 
 

 

   

こ
ん
に
ち
は
。
私
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
バ
ゴ
か
ら
来

ま
し
た
ジ
ョ
イ
と
申
し
ま
す
。
わ
た
し
は
日
本
に

３
回
き
ま
し
た
。
始
め
は
オ
イ
ス
カ
西
日
本
研
修

セ
ン
タ
ー
に
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
２
年
ま
で

研
修
生
で
し
た
。
そ
の
後
２
０
０
６
年
か
ら
２
０

０
８
年
ま
で
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
東
京
に

い
ま
し
た
。 

 
 

今
回
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
中
部
日
本
研
修
セ
ン

タ
ー
に
２
年
間
い
ま
す
。
８
月
４
日
に
こ
こ
に
き

て
２
か
月
た
ち
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
２
か
月
間
日

本
語
や
漢
字
も
忘
れ
て
い
た
の
で
、
最
初
は
難
し

か
っ
た
で
す
。
で
も
少
し
ず
つ
思
い
出
し
て
お
り
、

も
っ
と
日
本
の
り
ょ
う
り
も
勉
強
し
た
い
で
す
。

毎
日
み
ん
な
の
ご
飯
を
作
っ
て
本
当
に
楽
し
い
で

す
。
こ
の
２
年
間
責
任
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
機
会
は
私
に
と
っ
て
と

て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
２
年

間
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ジ
ョ
イ
筆 

 
 

さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
が
で
き
ま
し
た 

 
 

 
 

 

豊
田
推
進
協
議
会
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

                

５
月
２
１
日
に
苗
付
け
し
て
１
１
９
日
目
、
９
月
１
７
日
に

収
穫
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
雑
草
取
り
を
何
度
か
行
い
、
や
っ
と

収
穫
で
し
た
。
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
７
名
と
オ
イ
ス
カ
研
修

生
・
実
習
生
で
収
穫
し
ま
し
た
。
出
来
栄
え
は
少
し
小
ぶ
り
か
な

と
い
う
感
じ
で
す
。
調
べ
る
と
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
は
苗
付
け

か
ら
１
１
０
日~

１
５
０
日
目
だ
そ
う
で
す
。
時
期
は
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
畑
が
や
せ
て
い
た
た
め
か
も
う
１
週
間
遅
く
す
る

と
も
っ
と
大
き
く
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。 

 

普
段
農
業
に
携
わ
っ
て
い
な
い
私
に
と
っ
て
、
イ
モ
の
苗
付

け
も
収
穫
も
幼
稚
園
時
代
以
来
で
す
。
た
だ
芋
を
掘
る
だ
け
か

と
思
っ
て
い
た
ら
、
効
率
よ
く
収
穫
す
る
た
め
の
手
順
が
あ
る

の
で
す
。
①
芋
の
つ
る
を
切
る
②
マ
ル
チ
と
い
う
黒
い
ビ
ニ
ー

ル
を
は
が
す
③
ト
ラ
ク
タ
ー
に
芋
ほ
り
用
の
器
具
を
つ
け
て
掘

り
起
こ
す
④
手
で
引
っ
こ
抜
い
て
芋
を
１
個
ず
つ
切
っ
て
収
穫

箱
に
入
れ
る
⑤
箱
ご
と
水
道
水
で
洗
い
土
を
落
と
す
⑥
最
後
に

最
低
２
週
間
熟
成
さ
せ
る
。
こ
の
熟
成
が
甘
み
を
増
す
た
め
に

必
要
だ
そ
う
で
す
。
食
べ
る
こ
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
で
す
が
、

良
い
学
び
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
は
も
っ
と
大
き
く
な
り
ま
す

よ
う
に
。 

オ
イ
ス
カ
豊
田
推
進
協
議
会 

幹
事
長 

水
野
宏
幸 

 

 
 

 
 
 

オ
イ
ス
カ
友
の
会
芋
ほ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 
 

オ
イ
ス
カ
友
の
会
（
鴛
鴨
町
）
１
５
名
の
皆
様
が
中
部
セ
ン
タ
ー
勘
八
農

場
へ
さ
つ
ま
い
も
堀
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。
雨
天
に
よ

り
１
週
間
延
期
さ
れ
ま
し
た
が
９
月
２
７
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
蔓
を
鎌
で

切
り
ビ
ニ
ー
ル
マ
ル
チ
を
剥
が
す
作
業
か
ら
や
っ
て
頂
き
、
こ
の
日
の
内
に

全
て
の
収
穫
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
お
い
し
い
焼
き
芋
に
な
っ
て
「
ス

ー
パ
ー
や
ま
の
ぶ
」
で
販
売
さ
れ
ま
す
。 

 

筑
田
明
生
（
筆
） 

 

 
 

 

 



 

 

  
 
 

 

                           

                             

                             

                             

 

 

 

       

   

 

      

 

            

 

８・９月研修生の活動  グレゴリー （ 筆 ） 
 

更
新
会
員
名
簿
（
５
７
２
／
８
２
０
） 

 

安
城
（
６
１
／
７
１
）
近
藤
之
雄
、
鈴
木 

浩
、
石
川

和
明
、
神
谷
清
隆
、
二
村 

守
、
松
尾
学
樹
、
長
田
久

枝
、
平
岩
伸
松
、
松
本
佳
栄
、
塚
原
信
一
、
神
谷
和
明
、

石
川
郁
子
、
白
谷
隆
子
、
竹
下
忠
直
、
井
上
泰
晴
、
川

澄
敏
雄
、
深
津 

修
、
大
屋
明
仁
、
株
式
会
社 

レ
ジ
デ

ン
ス
・
カ
ミ
ヤ
、
沓
名
喜
代
治
、
石
川
博
雄
、
杉
山 

朗
、

野
場
慶
徳
、
株
式
会
社 

東
祥
、
杉
浦 

保
、
大
見
哲
久
、

石
川
邦
英
、
成
田
正
規 

岡
崎
（
２
０
／
２
９
）
森
田
惣
一
、
六
ツ
美
養
鶏
加
工

協
同
組
合
、
周
平
懇
話
会
、
小
林
ひ
ろ
み
、
杉
浦
貴
之
、

カ
ー
サ
ー
ビ
ス
南
部
電
装 

有
限
会
社
、
朝
日
工
業 

株

式
会
社
、
酒
井
英
二
、
株
式
会
社 

レ
イ
ン
ボ
ー
、
小

原
建
設 

株
式
会
社
、
稲
垣
建
設 

有
限
会
社
、
株
式
会

社 

リ
リ
ー
ブ
プ
ロ
、
中
根
義
高
、
岡
崎
商
工
会
議
所
、

オ
カ
ザ
キ
製
パ
ン 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

太
田
商

店
、
幸
田
町
長
、
あ
い
ち
三
河
農
業
協
同
組
合 

奥
三
河
（
４
／
７
）
権
田
ま
ゆ
み
、
峰
野 

修 

尾
張
一
宮
（
１
／
５
）
自
由
民
主
党
愛
知
第
十
選
挙
区

支
部 

蒲
郡
（
５
／
９
）
新
実
祥
悟
、
自
由
民
主
党
愛
知
第
十

四
選
挙
区
支
部
、
株
式
会
社 

大
国
屋
、
蒲
郡
信
用
金

庫
、
蒲
郡
市
役
所 

刈
谷
（
２
９
／
４
０
）
沼
田
昭
雄
、
神
谷
昌
宏
、
鈴
木

絹
男
、
自
由
民
主
党
参
議
院
愛
知
選
挙
区
第
五
支
部
、

加
藤
真
治
、
太
田
宗
一
郎
、
知
立
神
社
、
角
文 

株
式

会
社
、
吉
川
久
喜
子
、
𠮷
原
建
設 

株
式
会
社
、
株
式

会
社 

オ
ジ
マ
、
刈
谷
ス
プ
レ
ー
工
業 

有
限
会
社
、
シ

マ
ツ 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

え
び
せ
ん
べ
い
の
里
、

株
式
会
社 

淺
野
機
械
工
業
所
、
中
王
食
肉 

株
式
会

社
、
株
式
会
社 R

oom
 S

earch

、
刈
谷
商
工
会
議
所
、

医
療
法
人 

研
信
会
知
立
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
刈
谷
市
役
所
、

株
式
会
社 

だ
る
ま
、
株
式
会
社 

依
佐
美
、
株
式
会
社 

三
陽
製
作
所
、
株
式
会
社 

小
垣
江
鉄
工
所 

知
立
（
４
／
１
）
高
橋
敦
子 

豊
田
（
１
５
５
／
２
２
９
）
株
式
会
社 

ヤ
ナ
ギ
サ
ワ

自
動
車
販
売
、
伊
藤
晋
治
、
鈴
木
雅
博
、
藤
澤
美
香
、

株
式
会
社 

鈴
木
モ
ー
タ
ー
ス
、
覚
勝
寺
、
有
限
会
社 

マ
ル
ヰ
、
株
式
会
社 

フ
カ
デ
ン
、
鈴
木
哲
夫
、
あ
い

ち
豊
田
農
業
協
同
組
合
、
豊
田
汽
缶 

株
式
会
社
、
ビ

ュ
ー
テ
ッ
ク 

株
式
会
社
、
合
資
会
社 

鳥
居
種
苗
店
、

名
古
屋
東
部
陸
運 

株
式
会
社
、
キ
ト
ウ
興
産 

株
式
会

社
、 

たまごをとります 

 

ヒヨコの移動をします 

ブロッコリーのうえつけ 

 

たおれたいねをかりました 

 

サツマイモの収穫 

 

皆でいねかりやりました 

 

かぶのたねまき 

 

 

たくさんとりました 

 

 



 

 
                            

                             

                      
 

 
 

      

              

愛
知
県
立
豊
田
東
高
等
学
校
、
日
比
正
弘
、
愛
東
運

輸 
株
式
会
社
、
自
由
民
主
党
愛
知
第
十
一
選
挙
区
支

部
、
中
神
千
治
、
大
東
工
業 

株
式
会
社
、
髙
橋
修
二
、

オ
カ
タ
産
業 

株
式
会
社
、中
根
金
良
、株
式
会
社 

太

啓
、
大
豊
工
業 

株
式
会
社
、
横
井
芳
典
、
高
濱
耀
圭

美
、
吉
田
鎌
朗
、
牧
口
成
美
、
永
田
健
次
、
水
野
カ

ナ
エ
、
深
津
憲
男
、
原
田
写
真
館
、
菅
沼
一
成
、
キ

ン
グ
パ
ン
協
業
組
合
、
牧
原
胃
腸
科
外
科
、
佐
久
間

由
隆
、
株
式
会
社 

鈴
鍵
、
三
ツ
石
靖
子
、
鬼
頭
工
業 

株
式
会
社
、
井
奥
隆
子
、
安
東
麗
子 

名
古
屋
（
４
０
／
７
０
）
株
式
会
社 

中
日
新
聞
社
、

ブ
ラ
ザ
ー
工
業 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

ト
ー
エ
ネ

ッ
ク
、
株
式
会
社 

ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
リ
ミ
テ

ド
、
中
部
電
力 

株
式
会
社
、
東
邦
ガ
ス 
株
式
会
社
、

日
本
ガ
イ
シ 

株
式
会
社
、
日
本
特
殊
陶
業 
株
式
会

社
、
立
憲
民
主
党
愛
知
県
参
議
院
選
挙
区
第2
総
支

部 名
古
屋
東
（
８
／
２
３
）
兵
頭
弘
隆
税
理
士
事
務
所
、

株
式
会
社 

土
地
の
果
実
、
株
式
会
社 

ハ
イ
パ
ー
ブ

レ
イ
ン
、
株
式
会
社 

鈴
木
産
業
、
江
崎
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
工
業 

株
式
会
社
、
松
田
憲
幸
、
弁
護
士
法
人 

ア

ー
ヴ
ェ
ル
、
Ｅ
ｂ
ク
リ
エ
イ
ト 

株
式
会
社 

名
古
屋
北
（
２
１
／
２
１
）
川
本
写
真 

株
式
会
社
、

株
式
会
社 

水
蔵
、
株
式
会
社 

恒
誠
、
中
村
文
哉 

名
古
屋
西
（
１
３
／
５
）
波
田
野
浩
史
、
月
山
佳
大
、

末
次 

明
、
鈴
木 

覚
、
清
水 

寿
、
加
藤
慎
二
、
鈴
木

崇
司 

日
進
長
久
手
東
郷
（
５
／
５
）
牧 

豊
、
神
谷
重
範 

丹
羽
（
４
７
／
６
０
）
株
式
会
社 

い
ず
み
、
名
古
屋

実
業 

株
式
会
社
、
丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
株
式

会
社 

ミ
ズ
ノ
マ
シ
ナ
リ
ー
、
近
藤
齋
宏
、
株
式
会
社 

酒
井
建
築
、
五
藤
政
尋 

西
尾
（
２
３
／
３
５
）
株
式
会
社 

稲
藤
商
店
、
丸
洋

建
設 

株
式
会
社
、
齋
藤
保
夫
、
杉
浦
弘
造
、
加
藤
周

子
、
株
式
会
社 

葵
製
茶
、
西
尾
市
校
長
会
、
ア
ス
カ

工
業 

株
式
会
社
、
伊
藤
則
男
、
株
式
会
社 

杉
浦
製

作
所
、
株
式
会
社 

豊
和
、
西
三
河
農
業
協
同
組
合
、

株
式
会
社 

エ
ム
ア
イ
シ
ー
グ
ル
ー
プ
、
河
合
物
産 

株
式
会
社
、西
尾
商
工
会
議
所
、株
式
会
社 

は
と
屋
、

株
式
会
社 

あ
い
や
、
株
式
会
社 

オ
テ
ィ
ッ
ク
ス
、

山
旺
建
設 

株
式
会
社
、
長
坂
建
設
興
業 

株
式
会
社 

半
田
（
１
７
／
２
１
）
株
式
会
社 

森
島
商
店
、
株
式

会
社 

東
海
塗
装
工
業
所
、 

 

新
入
会
（
個
人
） 

清
水
寿(

豊
田
市) 

高
橋
敦
子(

知
立
市) 

中
西
幸
照(

三
重
郡
菰
野
町) 

月
山
佳
大(

瀬
戸
市) 

大
見
哲
久(

安
城
市) 

近
藤
齋
宏(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

石
川
邦
英(

安
城
市) 

成
田
正
規(

安
城
市) 

末
次
明(

岐
阜
市) 

五
藤
政
尋(

一
宮
市) 

竹
内
み
ど
り(

名
古
屋
市) 

髙
橋
弘
樹(

一
宮
市) 

家
田
寿
美
代(

名
古
屋
市) 

岩
下
玲
子(

日
進
市) 

 

寄
付
品 

株
式
会
社 

サ
ン
コ
ー(

み
よ
し
市) 

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

(

名
古
屋
市) 

清
水
孝
江(

豊
田
市) 

園
部
宣
治(

豊
田
市) 

有
限
会
社 

小
池
牧
場(

豊
田
市) 

木
下
豆
腐
店(

豊
田
市) 

近
藤
産
興 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

河
原
せ
つ
子(

豊
田
市) 

株
式
会
社 F

or N
atu

re(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社
遊
都(

豊
田
市) 

都
筑
益
惠(

豊
田
市) 

中
野
良
之(

静
岡
県
湖
西
市) 

名
古
屋
東
部
陸
運 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

日
本
モ
ウ
ル
ド
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

東
洋
金
属
株
式
会
社(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

前
田
臣
代(

丹
羽
郡
大
口
町) 

明
保
澄
雄(

岡
崎
市) 

 

ベ
ル
マ
ー
ク 

光
岡
正
和(

豊
田
市) 

  

 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

光
岡
正
和(

豊
田
市) 

安
成
工
業 

株
式
会
社(
安
城
市) 

佐
藤
鋹
弘(

豊
田
市) 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

安
成
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

 

 

新
入
会
（
法
人
） 

株
式
会
社 en

ab
le(

名
古
屋
市) 

 

有
限
会
社 

矢
田
化
学
工
業
、
有
限
会
社 

住
吉
金
物

機
器
セ
ン
タ
ー
、
明
興
産
業 

株
式
会
社 

碧
南
高
浜
（
３
８
／
５
８
）
新
美
雅
浩
、
杉
浦
哲
也
、

榊
原
純
一
税
理
士
事
務
所
、
伊
藤
ル
ミ
、
衣
浦
電
気

工
事 

株
式
会
社
、
鈴
木
宏
枝
、
ベ
ル
ウ
ッ
ド 

株
式

会
社
、生
田
隆
司
、
株
式
会
社 

梶
川
建
設
、
神
谷 

悟
、

山
中
謙
治
、
日
進
工
業 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

平

岩
鉄
工
所
、
竹
中
造
園
土
木 

株
式
会
社
、
黒
龍
産
業 

株
式
会
社
、
株
式
会
社 

長
谷
川
設
備
工
業
、
吉
岡
初

浩
、
旭
鉄
工 

株
式
会
社
、
武
田
税
理
士
事
務
所
、
碧

南
商
工
会
議
所
、
株
式
会
社 

丸
三
、
禰
宜
田
政
信
、

株
式
会
社 

山
下
忠
平
商
店
、
石
橋
建
設
興
業 

株
式

会
社
、
浅
丘
自
動
車
整
備 

株
式
会
社
、
石
井 

拓
、

丸
八
重
整
備 

株
式
会
社
、
白
竹
建
設 

株
式
会
社
、

有
限
会
社 

井
上
建
築
設
計
室
、
丸
共
通
運 

株
式
会

社
、
愛
知
県
中
央
信
用
組
合
、
碧
南
市
議
会
議
長
、

碧
南
市
役
所
、
小
林
晃
三
、
株
式
会
社 

磯
貝
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
所 

み
よ
し
（
３
３
／
４
１
）
株
式
会
社 

花
田
鐵
工
所
、

酒
井
孝
芳
、
鈴
木
勇
夫 

セ
ン
タ
ー
（
１
９
／
４
６
）
久
代
利
通 

三
重
（
２
１
／
２
５
）
加
藤
一
子
、
わ
た
な
べ 

ピ
ア

ノ
教
室
、
中
西
幸
照 

（
８
月
末
ま
で
の
入
金
を
掲
載
） 

 

 

寄
付
金 

小
野
田
泰
子(

名
古
屋
市) 

水
野
幸
枝(

大
府
市) 

小
杉
ラ
ス
マ
リ
ア(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

サ
ン
コ
ー(

み
よ
し
市) 

竹
内
歯
科(

名
古
屋
市) 

伊
藤
安
信(

み
よ
し
市) 

森
藤
左
ェ
門(

名
古
屋
市) 

ヤ
マ
フ
土
地(

半
田
市) 

株
式
会
社 

ア
ク
ア
テ
ッ
ク(

名
古
屋
市) 

沼
田
昭
雄(

名
古
屋
市) 

川
上
洋
正(

三
重
県
名
張
市) 

河
原
知
史(

滋
賀
県
高
島
市) 

明
興
産
業 

株
式
会
社(

知
多
郡
東
浦
町) 

筑
田
明
生(

豊
田
市) 

加
藤
信
子(

三
重
県
四
日
市
市) 

鈴
木
英
之(

豊
田
市) 

深
津
由
子(

豊
田
市) 

オ
イ
ス
カ
丹
羽
推
進
協
議
会(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

鈴
木
洋(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

清
水
孝
紀(

豊
田
市) 

田
中
由
佳
里(

名
古
屋
市) 

服
部
俊
美(

豊
田
市) 

富
田
司(

常
滑
市) 

四
日
市
電
機 

株
式
会
社(

三
重
県
四
日
市
市) 

廣
瀬
秀
子(

岡
崎
市) 

株
式
会
社 

大
黒
屋(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

窪
谷
千
代
美(

豊
田
市) 

野
口
里
美(

豊
田
市) 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社(

岡
崎
市) 

愛
知
ダ
イ
ハ
ツ 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

柴
田
賢
市(

豊
田
市) 

安
部
雅
之(

香
川
県
綾
歌
郡) 

清
水
孝
江(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

遊
都(

豊
田
市) 

 

 


